
まちづくり情報誌

梅
の
土
用
干
し

今
年
も
こ
の
季
節
が
や
っ
て
き
た

 「
新
し
い
小
田
原
」新
た
な
決
意
で
第
3
ス
テ
ー
ジ
へ

い
つ
ま
で
も
、安
心
で
お
い
し
い
水
を
届
け
た
い

水
道
料
金
の
見
直
し
を
検
討

小
田
原
市
教
育
大
綱
を
策
定
し
ま
し
た

P
6
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❹
い
の
ち
を
育
て
・
守
り
・
支
え
る

　
妊
産
婦
の
健
康
づ
く
り
、分
べ
ん
施
設
や
小
児
医
療
の
確
保
・
充
実
、

待
機
児
童
対
策
、
各
種
子
育
て
支
援
、
子
ど
も
の
体
力
増
進
、ス
ポ
ー

ツ
や
食
育
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
、障
が
い
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
、か
か
り

つ
け
医
か
ら
高
度
急
性
期
医
療
ま
で
の
充
実
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ケ
ア
の
態
勢
づ
く
り
な
ど
、
目
指
す
べ
き
地
域
社
会
モ
デ
ル
の
中

軸
と
な
る「
い
の
ち
を
育
て
・
守
り
・
支
え
る
」態
勢
の
さ
ら
な
る
強
化

に
取
り
組
み
ま
す
。

❺「
分
か
ち
合
い
の
社
会
」の
創
造

　
課
題
山
積
の
時
代
を
乗
り
越
え
て
い
く
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
と
も

に
進
め
る
歓よ

ろ
こ

び
や
楽
し
み
だ
け
で
な
く
、
苦
労
や
負
担
も
皆
で
共
有
し

合
う「
分
か
ち
合
い
の
社
会
」を
築
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。こ
れ
ま
で

育
て
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な「
協
働
」を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
、
担
い
手
を

幅
広
く
育
て
る
と
と
も
に
、公
共
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
や
充
実
に
係
る「
受

益
と
負
担
」の
適
正
な
在
り
方
を
見
い
だ
し
、
市
全
体
と
し
て
の
持
続

可
能
性
の
確
保
を
目
指
し
ま
す
。

❸
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
モ
デ
ル
の
進
化
　

　
26
地
区
自
治
会
連
合
会
で
進
め
ら
れ
て
き
た
地
域
ま
ち
づ
く
り
の

成
果
を
礎
と
し
、
先
進
事
例
に
も
学
び
つ
つ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し

て
取
り
組
む
べ
き
課
題
領
域
、
備
え
る
べ
き
機
能
、
果
た
し
う
る
役
割
、

必
要
な
態
勢
、
財
源
、
拠
点
、
行
政
と
の
連
携
な
ど
に
つ
い
て
、
目
指
す

べ
き
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
像
へ
の
歩
み
を
さ
ら
に
進
め
ま
す
。

第
3
ス
テ
ー
ジ
　

❾
つ
の
重
点
テ
ー
マ

❷
課
題
山
積
の
時
代
を
担
う
人
づ
く
り

　
問
題
解
決
能
力
の
高
い
地
域
を
と
も
に
創
っ
て
い
く
に
は
、
子
ど
も

か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
人
た
ち
が
、こ
れ
ま
で
以
上

に
知
恵
を
絞
り
、
力
を
発
揮
し
、
相
互
に
連
携
し
な
が
ら
、
役
割
を
果

た
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
通
じ
、
次

代
を
担
う
人
づ
く
り
・「
人
へ
の
投
資
」を
進
め
ま
す
。

❶
豊
か
な
自
然
や
環
境
の
保
全
・
充
実

　
暮
ら
し
・
子
育
て
・
地
域
経
済
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

営
み
に
お
い
て
、
最
も
基
礎
的
な
社
会
共
通
資
本
で
あ
る
豊
か
な
自
然

と
環
境
を
、
し
っ
か
り
と
保
全
し
磨
き
上
げ
、
よ
り
豊
か
な
状
態
で
次

世
代
へ
と
受
け
継
ぐ
た
め
、
多
様
な
主
体
が
連
携
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
強
化
し
、「
い
の
ち
を
守
り
育
て
る
地
域
自
給
圏
」を
引
き
続

き
目
指
し
ま
す
。

平
成
23
年
4
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
第
5
次
総
合
計
画「
お
だ
わ
ら
T
R
Y
プ
ラ
ン
」。

今
年
度
は「
前
期
基
本
計
画
」最
後
の
年
度
で
あ
り
、来
年
度
か
ら
は「
後
期
基
本
計
画
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、皆
さ
ん
と
の
市
政
運
営
や
地
域
づ
く
り
に
よ
り
、

 「
新
し
い
小
田
原
」へ
の
歩
み
が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
確
か
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 一
方
、少
子
高
齢
化
を
は
じ
め
と
し
た
課
題
が
山
積
す
る
中
で
、

将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け
て
い
く
た
め
に
も
、

皆
さ
ん
と
危
機
意
識
を
共
有
し
、地
域
一
丸
と
な
っ
て

 「
持
続
可
能
な
市
民
自
治
の
ま
ち
」の
実
現
に
向
け
た
歩
み
を
加
速
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

新
た
な
決
意
で
第
3
ス
テ
ー
ジ
へ

「
新
し
い
小
田
原
」

 
企
画
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策
課
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　小田原市長に就任してから2期8年、多くの市民の皆さんと
ともに進めてきた「新しい小田原」を目指す歩みは、着実に前
進しています。しかし、人口減少、少子高齢化、地域経済の弱
体化、地域コミュニティの衰退、各種公共インフラの老朽化、財
源不足など、わが国の地方都市を取り巻く課題は年々深刻化
し、自治体経営のかじ取りは厳しさを増しています。こうした状
況の中、私たちは、これまでの課題解決という「受動」の姿勢か
ら、持続可能な地域社会モデルの実現という「能動」へと取り
組みの力点を移し、人口減少社会、縮減の時代、危機の時代
に向き合っていかなければなりません。
　いのちを支える豊かな自然環境がある。自然と共存し、人々
と手を携えていく意識と力を持つ人が育っている。基礎的な社
会単位である地域コミュニティの絆

きずな

が結ばれている。人が生ま
れ、育ち、暮らし、老いていく営みを、社会全体が敬意を持って
支えている。地域の資源を活

い

かした、地に足の着いた経済活
動が根づいている。暮らしや経済を支えるさまざまな社会資本
は、計画的にメンテナンスが施され危なげない。それら地域運
営をつかさどる基礎自治体は、地方政府と呼べる総合力と市
民一人一人への細やかな配慮を併せ持っている。そんな地域
社会こそ、真に持続可能であるといえるでしょう。
　小田原は、そのような地域社会モデルを現実のものとするこ
とができる潜在力を有しています。3期めは、これまでの2期8年
の取り組みを礎とし、直面する当座の課題解決にとどまらない、
持続可能な地域社会モデルの実現を目指し、私たちの意識と
行動を「進化」させ、到達点を明確にしながら具体的なアクショ
ンに取り組んでいきます。
　このような地域社会モデルを実現していくため、私自身、先
頭に立って全力を尽くす覚悟です。市の将来都市像「市民の力
で未来を拓

ひら

く希望のまち」の実現に向け、小田原のまちづくりを
ともに進めていきましょう。

❼
重
要
な
ま
ち
づ
く
り
案
件
の
適
切
な
実
現

　
規
模
の
大
き
な
土
地
利
用
・
再
開
発
・
施
設
整
備
な
ど
の
案
件
に
つ

い
て
、
全
市
的
な
ま
ち
づ
く
り
方
針
と
の
整
合
性
や
財
政
負
担
に
配
慮

し
た
う
え
で
、
地
域
経
済
活
性
化
や
市
民
便
益
向
上
、
ま
ち
の
魅
力
向

上
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
民
間
の
力
が
最
大
限
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、

調
整
と
推
進
を
行
い
ま
す
。

❾
基
礎
自
治
体
と
し
て
の
在
り
方
の
見
極
め

　
県
西
地
域
2
市
8
町
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
小
田

原
市
と
南
足
柄
市
の
協
同
で
、
中
心
市
の
機
能
強
化
に
向
け
、
合
併
や

中
核
市
移
行
に
つ
い
て
検
討
を
始
め
る
他
、
広
域
連
携
の
さ
ら
な
る
強

化
に
向
け
、
協
議
を
始
め
ま
す
。こ
の
地
域
圏
の
未
来
を
担
い
う
る
権

能
を
備
え
た
基
礎
自
治
体
へ
の
進
化
を
目
指
し
、
研
究
と
協
議
を
進
め

ま
す
。

❽
イ
ン
フ
ラ
・
公
共
施
設
の
維
持
と
再
配
置

　
老
朽
化
の
進
む
上
下
水
道
・
橋
り
ょ
う
・
道
路
な
ど
の
社
会
イ
ン
フ

ラ
は
、
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
着
実
に
修
繕
・
更
新
を
進
め
、
市
民

生
活
の
基
盤
を
維
持
し
ま
す
。ま
た
、
斎
場
と
ゴ
ミ
焼
却
施
設
の
更
新

や
改
修
に
取
り
か
か
る
他
、
市
立
病
院
や
水
産
市
場
な
ど
も
建
て
替
え

を
視
野
に
検
討
を
進
め
ま
す
。
学
校
な
ど
の
教
育
施
設
、
老
朽
化
し
た

各
支
所
や
消
防
署
所
に
つ
い
て
も
、
維
持
修
繕
や
再
配
置
な
ど
の
構
想

づ
く
り
や
整
備
を
進
め
ま
す
。

❻「
観
光
」に
よ
る
地
域
経
済
活
性
化

　
歴
史
・
自
然
・
文
化
・
産
業
な
ど
の
豊
富
な
地
域
資
源
、
交
通
の
至

便
性
な
ど
、
小
田
原
の
持
つ
豊
か
な
可
能
性
や
価
値
を
、「
観
光
」の
切

り
口
か
ら
改
め
て
具
体
化
し
、
多
く
の
お
客
様
を
迎
え
る
こ
と
の
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
と
、そ
の
推
進
態
勢
の
整
備
に
集
中
的
に
取
り
組
み
ま

す
。そ
れ
に
よ
り
、
小
田
原
の
魅
力
の
発
信
強
化
、
交
流
人
口
の
大
幅

増
加
、消
費
の
裾
野
拡
大
、定
住
人
口
の
獲
得
へ
と
つ
な
げ
、地
域
経
済

全
体
の
活
性
化
を
進
め
ま
す
。

第 22代小田原市長に就任
真に持続可能な地域社会を
実現するために

小田原市長 加藤憲一
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　「
持
続
可
能
な
市
民
自
治
の
ま
ち
」と

は
ど
の
よ
う
な
姿
で
し
ょ
う
か
。

　
豊
か
な
資
源
に
恵
ま
れ
、
さ
ま
ざ
ま

な
可
能
性
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
、
50
年
、

1
0
0
年
と
歩
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き

る
ま
ち
。
小
田
原
で
暮
ら
す
人
々
が
互

い
に
信
頼
し
合
い
、
存
在
を
認
め
合
い
、

喜
び
も
苦
し
み
も
皆
で
分
か
ち
合
う
地

域
社
会
を
作
っ
て
い
き
た
い
・
・
・
。

　
一
人
一
人
の
思
い
が
響
き
合
っ
て
、

小
田
原
を
素
敵
な
ま
ち
に
し
て
い
く
た

め
、
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
民
間

企
業
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
小
さ
な
一
歩

を
踏
み
出
す「
共き

ょ
う

創そ
う

の
ア
プ
ロ
ー
チ
」に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

実
現
し
た
い
状
態

持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
モ
デ
ル

（
小
田
原
暮
ら
し
の
モ
デ
ル
）

・
い
の
ち
を
支
え
る
豊
か
な
自
然
環
境
が
あ
る

・�

自
然
と
共
存
し
、
人
々
と
手
を
携
え
て
い
く
意
識

と
力
を
持
っ
た
人
が
い
る

・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
絆き

ず
な
が
作
ら
れ
て
い
る

・�

喜
び
も
苦
し
み
も
皆
で
分
か
ち
合
う
文
化
や
仕
組

み
を
共
有
し
て
い
る

・�

人
が
生
ま
れ
、
育
ち
、
暮
ら
し
、
老
い
て
い
く
営

み
を
、
社
会
全
体
が
敬
意
を
持
っ
て
支
え
て
い
る
　

な
ど

【
子
ど
も
・
子
育
て
】

　
子
ど
も
の
居
場
所
が
、
地
域
の
大
人
も
交
流
す
る

「
み
ん
な
の
居
場
所
」に
な
る
と
考
え
、「
食
」を
メ
イ

ン
と
し
た
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
、
多
様
な
主

体
と
と
も
に
実
験
。

【
暮
ら
し（
生
産
年
齢
世
代
）】

　
生
産
者
の
思
い
や
価
値
を
知
る
こ
と
で
、
小
田
原

で
の
暮
ら
し
が
楽
し
く
、
豊
か
に
な
る
と
考
え
、
小

田
原
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
テ
ー
マ
に
ま
ち
歩
き
を
開

催
。
店
主
と
の
対
話
を
通
じ
、
自
分
の
お
気
に
入
り

を
見
つ
け
、一
緒
に
楽
し
む
実
験
。

【
シ
ニ
ア（
高
齢
者
）】

　
40
～
50
歳
代
の
緩
や
か
な
つ
な
が
り
が
、
年
を
重

ね
て
も「
い
き
い
き
と
し
た
暮
ら
し
」に
つ
な
が
る

と
考
え
、（
一
社
）日
本
予
防
医
療
協
会
協
力
の
も
と
、

「
食
と
健
康
を
つ
な
ぐ
体
験
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
。

　
全
国
で
活
躍
す
る
有
識
者
と
、
市
長
・
副
市
長
・

関
係
部
局
長
・
民
間
事
業
者
で
、「
子
ど
も
・
子
育
て
」

「
地
域
経
済
」「
高
齢
者
」に
つ
い
て
議
論
。

有
識
者
懇
談
会

共
創
の
ア
プ
ロ
ー
チ

人
々
の
思
い
が
響
き
合
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

後
期
基
本
計
画
の
策
定

基
本
的
な
考
え
方

①
人
間
の
未
来
に
つ
い
て
考
え
る

②「
共
」の
再
生
に
つ
い
て
考
え
る

③
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
で
考
え
る

後
期

基
本
計
画

「
共
創
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」の
ね
ら
い

・�

市
民
の
皆
さ
ん
や
関
係
者
の
実
感
、

背
景
な
ど
の「
生
の
声
」に
基
づ
い
た

対
話
を
行
う（
市
民
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）。

・�

共
感
を
広
げ
、
参
加
者
の
関
係
性
を

作
る（
市
民
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）。

・�

小
さ
な
実
験
を
通
じ
て
、と
も
に
一
歩

を
踏
み
出
す
こ
と
で
、ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
の
学
び
を
得
る（
実
験
）。

子ども・子育てに関するプロジェクト
出産から育児まで切れ目のない支援　など

暮らしの充実に関するプロジェクト
観光による地域経済活性化　など

シニアの生きがいに関するプロジェクト
地域で安心して暮らせる地域包括ケア態勢
づくり　など

第３ステージの重点テーマ
＋

「有識者懇談会」と「共創のアプローチ」で得られた学び・気づき

計画をけん引する３つの
プロジェクト



広報　小田原　2016.7.15

　

全
国
的
に
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
本
格

化
し
、「
消
滅
可
能
性
都
市
」と
い
う
言
葉

が
話
題
に
な
る
な
ど
、
自
治
体
運
営
が
厳

し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
市
と
南
足
柄
市
は
、
今
後

も
安
定
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続

け
ら
れ
る
体
制
づ
く
り
に
向
け
て
、
10
月

か
ら
約
1
年
間
、「（
仮
称
）県
西
地
域
の
中

心
市
の
あ
り
方
に
関
す
る
２
市
協
議
会
」

を
設
置
し
ま
す
。

　
2
市
の
人
口
減
少
率
は
県
全
体
と
比
べ

て
高
く
、今
後
税
収
な
ど
が
減
る
一
方
で
、

高
齢
者
へ
の
給
付
に
係
る
扶
助
費
な
ど
の

歳
出
は
年
々
増
え
て
い
く
た
め
、
自
立
的

な
行
政
運
営
が
難
し
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、2
市
は
県
西
地
域
の
中
心
的
な

役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、一
体
的
な
発
展

を
け
ん
引
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
そ

う
し
た
役
割
を
担
い
続
け
る
こ
と
も
難
し

く
な
っ
て
い
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
に
対
応
し
、
県
西
地
域

に
お
け
る
中
枢
性
の
高
い
都
市
で
あ
り
続

け
る
た
め
、2
市
は
抜
本
的
な
行
政
改
革

や
、
都
市
と
し
て
の
権
能
の
強
化
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

人
口
減
に
対
応
す
る
安
定
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
へ

●�

合
併
：
県
西
地
域
の
中
心
的
都
市
と
し

て
、一
定
の
人
口
規
模
や
財
政
基
盤
を

備
え
た
都
市
で
あ
り
続
け
る
た
め
、
２

市
の
合
併
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

●�

中
核
市（
※
）へ
の
移
行
：
市
民
に
最
も

身
近
な
基
礎
自
治
体
と
し
て
、
幅
広
く

よ
り
高
度
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
よ
う
、
中
核
市
へ
の
移
行
を
検
討

し
ま
す
。

※�
大
都
市
制
度
の
一
つ
で
、
指
定
都
市
に

次
ぐ
幅
広
い
権
限
を
有
す
る
。

●�

広
域
連
携
：
県
西
地
域
の
他
自
治
体
と

の
相
互
に
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
協
力
体
制

を
検
討
し
ま
す
。

10
月
か
ら
南
足
柄
市
と
協
議

2
市
の
課
題
認
識

2
市
で
今
後
検
討
す
る
こ
と

２市協議会の設置に先立ち、両市の市民を対象に講演会を開催します。
日時  ①7月18日（祝） ②8月13日（土）いずれも午後1時～3時（開場：午後0時30分）
場所  ①市民会館3階 小ホール
　　  ②南足柄市文化会館1階 小ホール（南足柄市関本415-1）
定員  ① ②とも280人（当日先着順）
演題  「今こそ考える合併・中核市・広域連携」
講師  ①中央大学大学院教授　佐々木信夫さん
　　  ②首都大学東京大学院教授　大杉覚

さとる

さん

中心市のあり方を考える講演会

佐々木さん 大杉さん

2市の個人市民税収入の増減率（平成19年度を
100%とする）および歳出に占める扶助費の割合
※決算より

2市の人口増減率（平成22年を100%とする）
※国立社会保障・人口問題研究所の推計による

105

100

95

90

85

80

75

（％）

（平成）22年

小田原市 南足柄市 県全体

27年 37年 52年

105

100

95

90

85

30

25

20

15

10
（平成）

（％）

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度

小田原市（税収）
小田原市（扶助費）

南足柄市（税収）
南足柄市（扶助費）

個
人
市
民
税
収
入
増
減
率

扶
助
費
割
合

（％）

合併

中核市
移行

広域
連携

安定的な行政
サービス提供体制の

構築
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い
つ
ま
で
も
、お
い
し
い
水
を
届
け
た
い
。

災
害
時
に
も
、
安
心
し
て
水
を
飲
め
る
環
境
を
整
え
た
い
。

古
く
な
っ
た
水
道
管
の
更
新
や
水
道
施
設
の
耐
震
化
を
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

水
道
事
業
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
水
道
料
金
で
成
り
立
って
い
ま
す
。

人
口
減
少
や
生
活
様
式
の
変
化
な
ど
で

水
道
料
金
収
入
が
減
る
中
、
平
成
7
年
以
降
据
え
置
い
て
き
た

水
道
料
金
の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
、

安
心
で
お
い
し
い
水
を
届
け
た
い

水
道
料
金
の
見
直
し
を
検
討

管
の
更
新
の
目
安
を
60
〜
80
年
と
設
定
し

て
お
り
、
今
後
、
一
斉
に
更
新
時
期
を
迎

え
ま
す
。
現
在
、耐
震
性
に
優
れ
た
水
道
管

に
、
順
次
取
り
替
え
て
い
ま
す
。

　
記
憶
に
新
し
い
4
月
の「
平
成
28
年
熊
本

地
震
」。
水
道
管
の
破
損
な
ど
に
よ
り
広
範

囲
で
断
水
し
、
多
く
の
人
が
水
を
求
め
て
給

水
所
に
集
ま
る
姿
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
市
で
も
、大
規
模
地
震
が
想
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
市
で
は
こ
れ
ま
で
に
、
災
害
時
で

も
水
を
確
保
で
き
る
よ
う
、広
域
避
難
所
で

あ
る
小
学
校
な
ど
20
か
所
に
、
飲
料
水
兼

用
耐
震
性
貯
水
槽
を
設
置
。ま
た
、
緊
急

時
に
隣
接
す
る
自
治
体
と
水
を
融
通
で
き

る
よ
う「
緊
急
連
絡
管
」を
接
続
し
、
災
害

に
強
い
水
道
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

災
害
に
強
い
水
道
づ
く
り

 

営
業
課
　
☎
41 - 

1
2
0
2

現在、市内にある
水道管の総延長

小田原下関 764km

　

現
在
、
市
内
に
あ
る
水
道
管
の
総
延
長

は
、
7
6
4
キ
ロ
。こ
れ
は
、
小
田
原
市
か

ら
山
口
県
下
関
市
ま
で
の
距
離
に
匹
敵
し

ま
す
。

　
こ
の
う
ち
の
多
く
は
、
昭
和
30
〜
40
年
代

の
高
度
経
済
成
長
期
の
水
需
要
の
高
ま
り

に
伴
い
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
市
で
は
、
水
道

老
朽
化
の
進
む
水
道
管



広報　小田原　2016.7.17

　
市
の
水
道
水
の
約
87
パ
ー
セ
ン
ト
を
浄
水

処
理
し
て
い
る
高
田
浄
水
場
は
、
昭
和
44

年
の
供
用
開
始
以
来
、
46
年
が
経
過
。
老

朽
化
が
進
み
、
耐
震
性
も
不
足
し
て
い
る
た

め
、
最
優
先
で
耐
震
化
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
給
水
区
域
の
約
65
パ
ー
セ
ン
ト
に

水
道
水
を
供
給
し
て
い
る
中
河
原
配
水
池

で
は
、
災
害
時
に
も
必
要
な
水
を
確
保
で
き

る
よ
う
、
新
た
な
配
水
池
を
築
造
し
て
い
ま

す
。
既
存
の
配
水
池
も
、
耐
震
補
強
す
る

予
定
で
す
。

　

市
内
に
は
、
7
6
4
キ
ロ
の
水
道
管
、
3

つ
の
浄
水
場
と
17
の
配
水
池
が
あ
り
、
水

道
管
の
更
新
や
浄
水
場
・
配
水
池
の
耐
震

化
は
、
重
要
度
や
優
先
度
に
よ
り
計
画
的
・

段
階
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
に
改
定
し
た「
お
だ
わ
ら
水

道
ビ
ジ
ョ
ン
」で
は
、
計
画
期
間
で
あ
る
平

成
27
年
度
か
ら
36
年
度
ま
で
の
事
業
費
と

し
て
、
約
1
5
1
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。 更

新
と
耐
震
化
を
計
画
的
に

供用開始から46年が経過した高田浄水場

現在築造中の中河原配水池3号池

「おだわら水道ビジョン」における主な事業

施設名 事業内容

高田浄水場 浄水施設の耐震化  など

中河原配水池 3号池増設  など

久野配水池 4号池耐震補強  など

第三水源地 水源の整備

水道管 主要な水道管の更新  など

平成27～36年度の10年間で必要となる事業費

約151億円
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設
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
水
道
料
金
収
入
が
減
少
す
る

中
で
、
借
入
金
の
返
済
に
か
か
る
負
担
が
課

題
と
な
って
い
ま
す
。

　

現
在
の
水
道
料
金
は
、
平
成
7
年
の
改

定
以
来
、
21
年
間
据
え
置
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
間
、
水
道
料
金
徴
収
業
務
な
ど
を

民
間
に
委
託
し
、職
員
数
の
削
減
を
図
る
な

ど
、
経
営
の
効
率
化
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

水
道
局
の
職
員
数
の
ピ
ー
ク
は
、昭
和
49
年

の
1
1
4
人
。
現
在
は
そ
の
半
数
以
下
の

54
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、
水
道
料
金

の
滞
納
へ
の
対
策
を
進
め
、
収
納
率
は
99

・

9
パ
ー
セ
ン
ト
と
高
い
水
準
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

平
成
21
年
度
、
水
道
料
金
審
議
会
に
料

金
改
定
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
、「
水
道
料

金
の
値
上
げ
は
や
む
を
え
な
い
」。
改
定
時

期
は
、「
平
成
23
年
と
す
る
こ
と
が
適
切
」と

の
答
申
が
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、
平
成
23

年
の
東
日
本
大
震
災
の
影
響
を
受
け
、
料

金
改
定
を
見
合
わ
せ
ま
し
た
。

　

水
道
料
金
収
入
の
減
少
、
水
道
管
の
更

新
や
水
道
施
設
の
耐
震
化
な
ど
に
対
応
す

る
た
め
、
昨
年
7
月
に
、
改
め
て
水
道
料
金

の
改
定
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
た
結
果
、
5

月
に
答
申
が
あ
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、こ
の
答
申
結
果
を
受
け
、
水
道

を
利
用
す
る
皆
さ
ん
や
企
業
に
対
し
、経
営

状
況
や
料
金
改
定
の
必
要
性
を
説
明
し
、

水
道
料
金
改
定
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　
近
年
、
人
口
減
少
や
生
活
様
式
の
変
化
、

節
水
機
器
の
普
及
、
節
水
意
識
の
向
上
な

ど
か
ら
、使
用
水
量
が
減
少
。こ
れ
に
伴
い
、

水
道
料
金
収
入
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

水
道
事
業
に
必
要
な
施
設
は
、
数
世
代

に
わ
た
って
利
用
で
き
る
も
の
で
す
。そ
の
た

め
、こ
の
施
設
を
使
う
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の

人
に
、
施
設
整
備
に
か
か
っ
た
費
用
を
負
担

い
た
だ
く
よ
う
、
借
入
金
を
活
用
し
て
施

使
用
水
量
の
減
少
に
伴
い
、
収
入
減

借
入
金
返
済
も
負
担
に

据
え
置
か
れ
た
水
道
料
金

水
道
料
金
審
議
会
が
答
申

水
道
料
金
体
系

　
現
在
の
水
道
料
金
体
系
は
、
使
え
ば
使
う

ほ
ど
単
価
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
水
を
大
量

に
使
う
人
ほ
ど
割
高
な
料
金
を
負
担
し
て

い
ま
す
。ま
た
、
家
庭
用
の
料
金
は
事
業
用

に
比
べ
て
割
安
な
設
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
公
衆
衛
生
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
生
活
用
水
を
安
く
設
定
し
た
も

の
で
す
が
、
水
道
が
普
及
し
た
今
で
は
、
負

担
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

加藤市長に答申書を渡す水道料金審議会・茂
も

庭
にわ

会長

H7

36

（億円）

34

32

30

28

26

24

22

20
H12 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27（年度）

水道料金収入推移

34.2

31.6

29.6
28.4 27.9

26.3 25.6 25.5
24.8 24.5 24.2 23.8 23.4

（税抜き）
平成7年1月1日
料金改定

31
〜4
0m
3

41
〜6
0m
3

61
〜1
00
m
3

10
1〜
60
0m
3

60
1〜
2,0
00
m
3

2,0
01
m
3 〜

水量ごとの料金単価
（2か月、税抜き）

※20m3までは基本料金のため、基本料金を20m3で割った値を記載

1m3当たり単価（円）

300

250

200

150

100

50

0

家庭用

事業用

〜2
0m
3（※
）

21
〜3
0m
3

61円 80円
100円

140円

145円
180円

180円
190円 190円 190円

220円
245円 260円

67円

115円 125円



広報　小田原　2016.7.19

水道施設の整備状況や今後の整備計画、水道事業の経営状況、答申の概要などについて
お知らせするため、市民説明会を開催します。 参加希望の人は、直接会場にお越しください。

日　時 場　所 定　員

　7月16日（土）午後2時から 市役所6階 601会議室   30人

　　　　  21日（木）午後7時から マロニエ 集会室202   80人

　　　　 24日（日）午後2時から マロニエ 集会室202   80人

　　　　 26日（火）午後7時から U
う め こ
MECO 会議室１〜3   90人

　　　　 27日（水）午後7時から いずみ いずみホール   90人

　　　　 29日（金）午後7時から 市役所7階 大会議室 100人

　　※受け付けは、開始30分前からです。

※神奈川県営水道が給水している橘地域は、対象ではありません。

料金改定の是非

水道料金審議会答申の概要

料金改定率

料金改定の時期

料金体系

水道料金表（案）

■水需要の動向や水道施設の状況、水道事業の経営状況から、
　水道料金の値上げはやむをえない。

■平成29年度から33年度までの5年間の水道料金収入を、
　全体で20.84％引き上げることが妥当。

■経営状況からは早急に料金改定を行うべきだが、周知期間などを確保するため、
　平成29年1月からとすることが妥当。

■料金収入に占める基本料金の割合を高めることが妥当。
■基本料金の水量を2か月20㎥から16㎥に引き下げることが妥当。
■従量料金は、使えば使うほど割高になる逓増度を緩和することが妥当。
■家庭用と事業用の単価差を縮小することが妥当。

■現行と改定案における水量別の料金比較例（２か月、税込み）

1

2

3

4

5 用　途 水　量 現　行 改定案 差　額
家庭用   40㎥   3,261円   4,428円 1,167円
事業用 120㎥ 19,699円 22,658円 2,959円

     P18898

○�家庭にあるお風呂に使う水（250ℓ
の場合）は、1回当たり20.4円（※）
になりますが、答申の改定案では
27.7円になる計算です。

    ※家庭用２か月40m3使用の場合

水道事業の経営状況と水道料金の検討状況に関する説明会

27.7 円20.4 円

現　行 改定後
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3
つ
の
基
本
目
標
と
9
つ
の
重
点
方
針

〇
一
人
一
人
の
命
を
尊
重
し
、豊
か
に
伸
ば
す
ひ
と
づ
く
り

〇
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
教
育
環
境
づ
く
り

〇
多
様
性
を
認
め
、活い

か
し
て
い
く
教
育
の
ま
ち
づ
く
り

み
ん
な
で
育
て
よ
う
　
教
育
の
木

　
市
で
は
豊
か
な
歴
史
・
文
化
・
自
然
に
恵
ま
れ
た
小
田
原
の
資
源
を
教
育
に
生
か
し
て
、

小
田
原
な
ら
で
は
の
教
育
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
多
く
の
市
民
が
社
会
の
一
員
と
し
て
、
責
任
を
持
っ
て
教
育
に
関
わ
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

　
土
に
深
く
広
く
根
を
張
り
、
た
く
ま
し
く
、
伸
び
や
か
に
育
つ
木
。
小
田
原
に
は
、「
教
育

の
木
」
を
育
む
人
や
地
域
、さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い
っ
た
「
土
壌
」
が
あ
り
ま
す
。

美
し
い
花
を
咲
か
せ
、
実
を
つ
け
る
た
め
、
命
を
尊
重
し
、
資
質
を
伸
ば
す
人
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

〇�

学
ぶ
力
…
身
に
つ
け
た
知
識
や
技
能
を

使
い
、
対
話
や
体
験
を
取
り
入
れ
た
学

習
を
進
め
る
こ
と
で
、
学
ぶ
力
を
育
む
。

〇�

豊
か
な
心
…
本
物
の
文
化
や
芸
術
に
出

会
い
、
体
験
す
る
こ
と
で
、
多
様
な
価

値
を
認
め
、
共
感
で
き
る
心
を
育
て
る
。

〇�

家
庭
教
育
…
家
庭
教
育
は
、
教
育
の
土

台
と
な
る
生
活
力
を
養
う
も
の
で
あ
る

る
た
め
、
地
域
と
連
携
し
て
支
援
す
る
。

〇�

就
学
前
教
育
…
子
ど
も
の
自
己
肯
定
感

を
育
み
、
社
会
性
の
基
礎
の
習
得
や
基

礎
体
力
の
向
上
を
図
る
。

小
田
原
市
教
育
大
綱
を
策
定
し
ま
し
た

市
で
は
、
平
成
27
年
4
月
に
改
正
さ
れ
た 「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、

教
育
の
目
標
や
施
策
の
方
針
な
ど
を
定
め
る 「
小
田
原
市
教
育
大
綱
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

 

教
育
総
務
課
　
☎
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基
本
目
標

重
点
方
針
の
概
要
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教
育
の
木
を
大
き
く
育
て
る
た
め
に

 「
生
き
抜
く
力
」
を
醸
成
す
る

　
変
化
の
激
し
い
社
会
を
乗
り
越
え
て
い
く
に
は
、「
生
き
抜
く
力
」
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
生
き
抜
く
力
に
必
要
な
知（
学
ぶ
力
）・
徳（
豊
か
な
心
）・
体（
健
や
か
な
体
）・
生
活
力（
生

活
習
慣
・
社
会
規
範
・
基
礎
体
力
）の
4
つ
の
要
素
を
充
実
し
た
も
の
と
す
る
た
め
、教
育
関

係
者
だ
け
で
な
く
、市
民
総
ぐ
る
み
で
教
育
に
取
り
組
む
地
域
の
姿
を
確
立
し
て
い
き
ま
す
。

教
育
の
木
を
形
づ
く
る
土
台

　
子
ど
も
に
守
っ
て
も
ら
い
た
い
ル
ー
ル
や
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
こ
と
な
ど
を
募
集
し
、
平

成
19
年
に
ま
と
め
た
「
お
だ
わ
ら
っ
子
の
約
束
」
。教
育
の
基
礎
の
育
成
に
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
、
改
め
て
重
要
性
を
見
つ
め
直
し
ま
す
。
家
庭
や
地
域
に
浸
透
さ
せ
、
教
育
の
土
台
を
し
っ

か
り
と
し
た
も
の
に
し
て
い
き
ま
す
。

豊
か
な
土
壌
を
学
校
運
営
に
活い

か
す

　
学
校
と
保
護
者
、地
域
の
皆
さ
ん
が
知
恵
を
出
し
合
い
、学
校
運
営
に
意
見
を
反
映
さ
せ
る

「
学
校
運
営
協
議
会
」
。学
校
と
地
域
が
情
報
を
共
有
し
、連
携
し
た
取
り
組
み
を
行
い
や
す

く
な
り
ま
す
。
市
で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
新
玉
小
学
校
で
設
置
し
、
今
後
、
他
の
小
学
校
に

も
広
げ
て
い
き
ま
す
。

「
小
田
原
市
教
育
大
綱
」
は
、教
育
総
務
課
や
公
共
施
設
に
あ
り
ま
す
。

 

ま
た
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

〇�

学
ぶ
力
…
身
に
つ
け
た
知
識
や
技
能
を

使
い
、
対
話
や
体
験
を
取
り
入
れ
た
学

習
を
進
め
る
こ
と
で
、
学
ぶ
力
を
育
む
。

〇�

豊
か
な
心
…
本
物
の
文
化
や
芸
術
に
出

会
い
、
体
験
す
る
こ
と
で
、
多
様
な
価

値
を
認
め
、
共
感
で
き
る
心
を
育
て
る
。

〇�

家
庭
教
育
…
家
庭
教
育
は
、
教
育
の
土

台
と
な
る
生
活
力
を
養
う
も
の
で
あ
る

る
た
め
、
地
域
と
連
携
し
て
支
援
す
る
。

〇�

就
学
前
教
育
…
子
ど
も
の
自
己
肯
定
感

を
育
み
、
社
会
性
の
基
礎
の
習
得
や
基

礎
体
力
の
向
上
を
図
る
。

〇�

健
や
か
な
体
…
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
食
育

を
通
じ
て
、
社
会
を
生
き
抜
く
体
を
作

り
、ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
や
フ
ェ
ア
プ

レ
イ
の
精
神
を
学
び
、
相
手
を
尊
重
す

る
心
を
養
う
。

〇�
生
活
力
…
子
ど
も
の
育
ち
を
社
会
の
中

で
支
え
、
地
域
の
人
々
と
の
交
流
や
体

験
を
通
じ
、
生
活
力
を
育
む
。

〇�

学
校
教
育
…「
生
き
抜
く
力
」
を
身
に
つ

け
た
「
未
来
を
拓ひ

ら

く
た
く
ま
し
い
子
ど

も
」
を
、
目
指
す
子
ど
も
の
姿
と
し
、
学

校
教
育
を
進
め
る
。

〇�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
…
家
庭
・
地

域
・
学
校
が
対
等
な
立
場
で
知
恵
を
出

し
合
い
、
諸
課
題
を
解
決
し
て
い
く
こ

と
で
、
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く

り
を
進
め
る
。

〇�

教
育
施
設
環
境
…
誰
も
が
安
心
し
て

学
べ
る
豊
か
な
教
育
施
設
環
境
を
整
え

る
。

お
だ
わ
ら
っ
子
の
約
束

1
 早
寝   

早
起
き
し
て
　
朝
ご
飯
を
食
べ
ま
す 

2
 明
る
く
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
し
ま
す 

3 「
あ
り
が
と
う
」
「
ご
め
ん
な
さ
い
」
を
言
い
ま
す

4 

人
の
話
を
き
ち
ん
と
聞
き
ま
す

5 
も
っ
た
い
な
い
こ
と
を
し
ま
せ
ん
　

6 
ど
ん
な
命
で
も
大
切
に
し
ま
す

7 
決
ま
り
　
約
束
を
守
り
ま
す

8 

人
に
迷
惑
を
か
け
ま
せ
ん

9 

優
し
い
心
で
　
み
ん
な
と
仲
良
く
し
ま
す

10 

「
悪
い
こ
と
は
悪
い
」
と
言
え
る
勇
気
を
持
ち
ま
す
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チュラビスタ市の町並み

30周年市民訪問団のようす

　「
チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ
」は
、ス
ペ
イ
ン
語
で「
美

し
い
眺
め
」
と
い
う
意
味
。
青
空
、
明
る
い

海
、降
り
注
ぐ
太
陽
…
そ
の
名
が
示
す
と
お

り
の
町
で
す
。

　
本
市
と
チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ
市
は
、
海
岸
に
面

し
、
気
候
が
温
暖
な
こ
と
、
柑か

ん

橘き
つ

類
を
栽
培

し
て
い
る
こ
と
な
ど
共
通
点
が
多
く
、
昭
和

56
年
11
月
8
日
に
姉
妹
都
市
の
提
携
を
結

び
ま
し
た
。

　「
小
田
原
海
外
市
民
交
流
会
」と
市
で
は
、

提
携
35
周
年
を
記
念
し
て
市
民
訪
問
団
を

結
成
し
、チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ
市
を
訪
れ
ま
す
。そ

の
一
員
と
な
り
、
両
市
の
絆き

ず
な

を
深
め
、
国
際

親
善
の
輪
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
間
11
月
18
日（
金
）～
24
日（
木
）

訪
問
先�

チ
ュラ
ビ
ス
タ
市
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ 

他

対
象�

市
内
在
住
の
人
、

小
田
原
海
外
市
民
交
流
会
会
員

定
員�

40
人（
先
着
順
）　

費
用�

27
万
円
程
度（
団
費
・
土
産
代
を
含

む
。
燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
・
人
数
な
ど

の
状
況
に
よ
り
変
動
あ
り
）

※�

オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
代
・
海
外
旅

行
保
険
料
・
1
人
部
屋
追
加
料
金

な
ど
の
費
用
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

問�

申
し
込
み
な
ど
、
旅
行
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト

（
株
）湘
南
支
店

　　☎
0
4
6
3-

23-

2
8
1
1

※�
募
集
要
項
・
参
加
申
込
書
は
、
市
役
所

5
階
文
化
政
策
課
や
公
共
施
設
に
あ
り

ま
す
。ま
た
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

　
今
年
の
夏
、
青
年
交
流
事
業
に
参
加
す

る
4
人
の
青
年
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
派
遣
青
年
全
員
の
意
気
込
み
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ
市

市
民
訪
問
団
と
し
て
行
こ
う

派
遣
青
年
決
定
！

本
市
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ
市
が
姉
妹
都
市
と
な
り
、

今
年
で
35
年
。毎
年
夏
に
行
っ
て
い
る
青
年
交
流
事
業
や
、市
民
訪
問
団
の
相
互
派
遣 

な
ど
、市
民
交
流
を
通
じ
て
、相
互
理
解
と
友
好
親
善
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

海
外
姉
妹
都
市 

チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ
市

  

文
化
政
策
課
　
☎
33 - 
1
7
0
3

チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ
市

　
　  

　
　
青
年
歓
迎
パ
ー
テ
ィ
ー

　
皆
さ
ん
も
チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ
市
の
青
年
を
歓

迎
し
、
交
流
し
ま
せ
ん
か
。チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ

市
の
青
年
が
、
同
市
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時���

7
月
30
日（
土
）

　
　  

午
前
11
時
～
午
後
2
時

場
所��

Uう

M
めE

CこO
　
会
議
室
4

参
加
費�

5
0
0
円（
飲
食
代
）

　
　
　  

※
小
学
生
以
下
無
料

申
込��

7
月
15
日（
金
）ま
で
に
文
化
政
策
課

に
電
話
で
。

派
遣
青
年
の
意
気
込
み
！

　
私
は
両
国
の
子 

育
て
や
教
育
方
針

の
違
い
を
切
り
口

に
、
文
化
の
違
い

を
学
び
た
い
で
す
。こ
の
よ
う
な
機
会
を
い

た
だ
け
た
感
謝
を
胸
に
、
チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ
と

小
田
原
の
架
け
橋
に
な
れ
た
ら
と
思
い
ま

す
。

渡
わた

會
らい

いくみさん

12

提
携
35
周
年



定置網漁

８月７日（日）に、小田原漁港周辺で開催される「第２６回 小田原みなとまつり」。
毎年、漁港がある小田原ならではの内容で、多くの人に楽しんでもらっています。

ここでは、今年のみなとまつりを１０倍楽しめるミニ情報をお届けします。

  水産海浜課　☎22-9227

みんなで行こうよ  みなとまつり！みんなで行こうよ  みなとまつり！

小
田
原
の
漁
業
の
主
流
！

こ
れ
が
定
置
網
だ

み
な
と
ま
つ
り
情
報
①

定
置
網
で
獲と

れ
た
魚
を

食
べ
よ
う
！

　

定
置
網
漁
で
当
日
水
揚
げ
し
た
魚
を
販

売
。新
鮮
な
魚
を
、ぜ
ひ
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
時
季
は
、
イ
ナ
ダ
、
サ
バ
な
ど
が
お

薦
め
！

み
な
と
ま
つ
り
情
報
②

ア
ユ
の
つ
か
み
ど
り
に

挑
戦
！

　
漁
港
の
す
ぐ
そ
ば
を
流
れ
る
早
川
で
ア
ユ

と
戯
れ
、
川
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

小
田
原
の
漁
業
と
い
え
ば
、
定
置
網
。
市

内
に
は
大
き
な
定
置
網
漁
場
が
4
か
所
あ

り
、
小
田
原
で
水
揚
げ
さ
れ
る
魚
の
約
9
割

は
、
定
置
網
で
漁
獲
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
小
田
原
の
定
置
網
漁
業
は
、約
1
5
0
年

の
長
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
10
年
に
は
、
県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー

相
模
湾
試
験
場
が
開
発
し
た
、
潮
の
流
れ
が

速
く
な
る
急
潮
に
強
く
、
少
人
数
で
操
業
で

き
る
定
置
網
を
米
神
漁
場
に
設
置
。そ
れ
ま

で
よ
り
災
害
に
強
く
な
り
、
網
が
破
れ
る
こ

と
が
な
く
な
っ
た
た
め
、
多
く
の
魚
が
獲
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
26
年

3
月
か
ら
は
、
石
橋
漁
場
で
新
し
い
定
置
網

の
操
業
も
始
め
ま
し
た
。

　

米
神
・
石
橋
の
両
漁
場
で
は
、
漁
獲
し
た

魚
を
保
管
し
や
す
い
大
型
金
庫
網
を
備
え
、

安
定
し
た
出
荷
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

小
田
原
で
の
ア
ユ
釣
り
は
、
酒
匂
川
と
早

川
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

成
魚
は
約
25
セ
ン
チ
、
石
に
つ
い
た
コ
ケ

類
を
食
べ
、ス
イ
カ
や
キ
ュ
ウ
リ
の
よ
う
な
香

り
が
す
る
ア
ユ
。
自
分
の
縄
張
り
を
主
張
す

る
習
性
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
習
性
を
利
用
し
た「
友
釣
り
」は
、
ア

ユ
の
代
表
的
な
釣
り
方
。「
お
と
り
」と
い
わ

れ
る
ア
ユ
に
釣
り
針
を
仕
掛
け
、
泳
が
せ
ま

す
。
縄
張
り
意
識
の
強
い
ア
ユ
は
、
侵
入
し

て
き
た
お
と
り
に
体
当
た
り
。
そ
の
と
き
、

仕
掛
け
た
釣
り
針
に
ア
ユ
が
か
か
り
、
釣
り

上
げ
ま
す
。

　

他
の
釣
り
方
で
は
、「
毛
針
釣
り
」。「
毛

針
釣
り
」に
は
、
深
い
場
所
に
毛
針
を
沈
め
て

釣
る「
ド
ブ
釣
り
」

と
、
毛
針
に
浮
玉

を
つ
け
た
仕
掛
け

を
使
っ
て
釣
る「
ち

ん
ち
ん
釣
り
」が

あ
り
ま
す
。

海
だ
け
じ
ゃ
な
い
！

ア
ユ
釣
り

他
の
企
画
も
盛
り
だ
く
さ
ん
！

◦
定
置
網
漁
の
見
学

◦
稚
魚
の
放
流

◦
相
模
湾
の
さ
わ
る
水
族
館

◦
干
物
づ
く
り
教
室

◦
み
な
と
の
ス
テ
ー
ジ

◦
み
な
と
の
大
抽
選
会
　
な
ど

　
　
　
　
　
　
　  

P
2
0
7
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2

新鮮市場アユのつかみどり

アユ

魚を知り、漁業を知る「港の夏休み」8月7日
午前9時〜
　　午後5時

日

アユ釣り

広報　小田原　2016.7.113
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連

載昨
年
7
月
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
大
改
修
を
終
え
、

5
月
1
日
に「
小
田
原
城
天
守
閣
」が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

安
心
・
快
適
に
な
っ
た
天
守
閣
。
歴
史
好
き
を
も
う
な
ら
せ
る
展
示
内
容
。

生
ま
れ
変
わ
っ
た
小
田
原
城
に
は
、
皆
さ
ん
が
楽
し
め
る
工
夫
が
あ
り
ま
す
。

 

観
光
課
　
☎
23 - 

1
3
7
3

新
・
小
田
原
城
　
見
参

平
成
の
大
改
修

連

載

映
像
シ
ア
タ
ー

　
「
見
ど
こ
ろ
を
楽
し
く
知
り
た
い
」

　
「
文
字
が
多
い
の
は
疲
れ
て
し
ま
う
」

　

そ
ん
な
人
に
お
薦
め
な
の
が
、「
映
像

シ
ア
タ
ー
」で
す
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
併
せ
、4
本
の
新
し

い
映
像
を
製
作
し
ま
し
た
。

　
1
階
で
は
、
小
田
原
城
の
正
規
登
城

ル
ー
ト
や
史
跡
整
備
の
よ
う
す
を
紹
介

す
る「
よ
み
が
え
る
小
田
原
城
」と
、
小

田
原
合
戦
の
中
、
氏
政
・
氏
直
親
子
が
、

小
田
原
北
条
氏
が
目
指
し
た
国
づ
く
り

を
回
想
す
る「
北
条
五
代
百
年
の
夢
」を

1
1
0
イ
ン
チ
の
大
画
面
で
上
映
。
ま

た
、2
階
で
は
小
田
原
合
戦
、5
階
で
は

摩ま

利り

支し

天て
ん

安
置
空
間
の
再
現
過
程
を
紹

介
す
る
映
像
も
楽
し
め
ま
す
。

　
出
演
者
に
も
注
目
で
す
。「
北
条
五
代

百
年
の
夢
」と
小
田
原
合
戦
の
紹
介
に

は
、「
小
田
原
ふ
る
さ
と
大
使
」を
務
め
る

俳
優
の
合ご

う

田だ

雅ま
さ

吏し

さ
ん
と
、同
じ
く
俳
優

で
秦
野
市
在
住
の
苅
谷
俊
介
さ
ん
が
出

演
し
て
い
ま
す
。

　
小
田
原
城
の
魅
力
を
伝
え
る
映
像
を
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

映
像
で
、

分
か
り
や
す
く
！

北条氏直役の合田さん（左）と
北条氏政役の苅谷さん（右）

連
載「
平
成
の
大
改
修 

新
・
小
田
原
城
　
見

参
」は
、今
回
が
最
終
回
で
す
。ご
愛
読
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
新
し
く
な
っ
た
小

田
原
城
に
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

こ
こ
が
見
ど
こ
ろ
！

新
・
小
田
原
城
！

　
2
階「
小
田
原
北
条
氏
テ
ー
マ
コ
ー

ナ
ー
」の
目
玉
の
一
つ
が
、
戦
国
時
代
を

中
心
に
流
行
し
た
尺
八
の
一
種「
一ひ

と

節よ

切ぎ
り

」

の
展
示
で
す
。竹
の
節
を
一
つ
だ
け
使
う

こ
と
が
名
前
の
由
来
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
展
示
し
て
い
る「
一
節
切
」は
、小

田
原
合
戦
で
小
田
原
城
開
城
に
関
わ
っ

た
と
さ
れ
る
黒
田
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
大

分
県
中
津
市
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
、
テ

レ
ビ
東
京「
開
運
！
な
ん
で
も
鑑
定
団
」

で
、
北
条
早
雲
の
子
・
幻げ

ん

庵あ
ん

が
作
っ
た

可
能
性
が
高
い
と
い
わ
れ
た
逸
品
で
す
。

幻庵ゆかりの楽器「一節切」
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毎
年
8
月
、
前
年
中
の
所
得
状
況
な
ど

を
基
に
、「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

証
」
や
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」、「
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
証
」
の
更
新
を
行
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
　

　
こ
の
受
給
者
証
は
、
70
〜
74
歳
の
国
民

健
康
保
険
加
入
者
に
交
付
さ
れ
、
医
療
機

関
で
支
払
う
自
己
負
担
割
合
が
書
か
れ
て

い
ま
す
。

　
7
月
下
旬
に
、
新
し
い
受
給
者
証
を
送

り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

　
こ
の
認
定
証
は
、
医
療
機
関
で
支
払
う

自
己
負
担
額
な
ど
を
、一
定
の
限
度
額
ま

で
と
す
る
も
の
で
す
。
更
新
が
必
要
な
人

に
は
申
請
書
を
送
り
ま
す
の
で
、
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。
保
険
料
未
納
世
帯
の
人
、

平
成
27
年
中
の
所
得
状
況
が
不
明
な
人

は
、
認
定
さ
れ
ま
せ
ん
。

①
70
歳
未
満
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

　
認
定
証
を
お
持
ち
の
人
に
は
、
7
月
初

旬
に
申
請
書
を
送
り
ま
す
。

②
70
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

　
対
象
者
に
は
、
7
月
下
旬
に
送
る
「
国

民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
」
に
、
申
請

書
を
同
封
し
ま
す
。

③
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
で
、

　
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
の
人

　
認
定
証
を
お
持
ち
で
、
8
月
以
降
も
対

象
と
な
る
人
に
は
、
7
月
下
旬
に
新
し
い

認
定
証
を
送
り
ま
す
。
更
新
手
続
き
は
不

要
で
す
。

①
・
②
の
申
請
方
法

　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
書
き
、
郵
送
、

ま
た
は
保
険
課（
市
役
所
2
階
）、
タ
ウ
ン

セ
ン
タ
ー
、
支
所
・
連
絡
所
に
提
出
。ア
ー

ク
ロ
ー
ド
、
窓
口
コ
ー
ナ
ー
で
は
受
け
付

け
で
き
ま
せ
ん
。

保
険
証
の
更
新

　
8
月
1
日
か
ら
、
被
保
険
者
証（
保
険

証
）の
色
が
、
水
色
か
ら
桃
色
に
変
わ
り
ま

す
。

　
新
し
い
保
険
証
は
、
7
月
下
旬
ま
で
に

本
人
の
住
所
地
に
簡
易
書
留
で
「
転
送
不

要
」
と
し
て
送
り
ま
す
。
転
送
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
る
人
は
、
保
険
課
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
は
、
8
月
1
日

以
降
に
保
険
課（
市
役
所
2
階
）、
タ
ウ
ン

セ
ン
タ
ー
、
支
所
・
連
絡
所
に
返
却
し
て

く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
度
の
保
険
料

　
平
成
27
年
中
の
所
得
を
基
に
、
年
間 

保
険
料
を
計
算
し
ま
す
。7
月
中
旬
に
「
保 

険
料
額
決
定
通
知
書
」
を
送
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
の
保
険
料
率
は
、
所
得
割

率
が
8
・
66
パ
ー
セ
ン
ト
、
均
等
割
額
が

4
万
3
4
2
9
円
。
賦
課
限
度
額
は
57
万

円
で
す
。

  

保
険
課
　
☎
33 - 

1
8
4
5（
国
民
健
康
保
険
係
）  

                   

☎
33 - 

1
8
4
3（
高
齢
者
医
療
係
）

自
己
負
担
割
合
の
判
定

●�

市
民
税
の
課
税
所
得
額
が
1
4
5
万

円
未
満
の
人

　
・
・
・
2
割（
昭
和
19
年
4
月
1
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
は
1
割
）

●�

市
民
税
の
課
税
所
得
額
が
1
4
5
万

円
以
上
の
人

　
・
・
・
3
割

●�
平
成
27
年
中
の
収
入
合
計
が
次
の
要

件
を
満
た
す
人

・
・
・
申
請
に
よ
り
2
割（
昭
和
19
年

4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

は
1
割
）

要
件

70
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
、後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
が
、

・�

同
じ
世
帯
内
に
1
人

　
3
8
3
万
円
未
満

・�

同
じ
世
帯
内
に
2
人
以
上

　
5
2
0
万
円
未
満

　
※�

こ
の
要
件
を
満
た
す
可
能
性
が
あ

る
人
に
、「
基
準
収
入
額
適
用
申
請

の
ご
案
内
」
を
送
り
ま
す
。案
内
を

確
認
し
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
　

年
次
更
新
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　  

P
1
3
5
0
6

限
度
額
適
用
認
定
証
の
更
新

　
　
　
　
　
　
　  

P
1
5
6
1
5

　
　
　
　
　
　
　  

P
2
0
6
0
9

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

　
　
　
　
　
　
　  

P
0
3
4
2
0

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

の
更
新
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ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
入
選
作
品

展
示
・
賞
決
定
投
票

か
ら
く
り
迷
路

大
人
の
た
め
の
工
作
教
室

　
古
く
か
ら
小
田
原
・
箱
根
地
域
で
作
ら

れ
て
き
た
「
仕
掛
け
も
の
」
。そ
の
技
術
や

伝
統
は
受
け
継
が
れ
、
今
日
の
「
か
ら
く

り
パ
ズ
ル
」
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。こ
の
フ
ェ
ス
タ
で
は
、「
か
ら
く
り

パ
ズ
ル
」
の
魅
力
を
体
感
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
職
人
さ
ん
が
作
り
方
を
教
え
ま
す
!

①�

日
時
8
月
13
日（
土
）

　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

　
場
所
Uう

M
めE
Cこ
O

②�

日
時
9
月
24
日（
土
）

　
　
　
　
午
後
0
時
30
分
〜
2
時
30
分

　
場
所�

ハ
ル
ネ
小
田
原 

ハ
ル
ネ
広
場

費
用
①
②
と
も
に
5
0
0
0
円

　
簡
単
に
開
か
な
い
門
や
ド
ア
を
開
け
て
、

ゴ
ー
ル
を
目
指
そ
う
!

　
日
程
8
月
10
日（
水
）〜
25
日（
木
）

　
場
所
ハ
ル
ネ
小
田
原 

う
め
ま
る
広
場

　
費
用
3
0
0
円（
未
就
学
児
は
無
料
）

　
入
選
し
た
ア
イ
デ
ア
が
作
品
と
な
り
、

皆
さ
ん
の
投
票
で
賞
が
決
ま
り
ま
す
。

展
示
・
投
票

　
日
程�

7
月
16
日（
土
）〜
8
月
31
日（
水
）

　
場
所�

ハ
ル
ネ
小
田
原 

Tた
A
Kく
U
M

みI

館
、
ク
ラ
フ
ト
え
い
と
、
関
所
か

ら
く
り
美
術
館

表
彰
式

　
日
時�

9
月
10
日（
土
）午
前
11
時
〜

　
場
所�

ハ
ル
ネ
小
田
原 

ハ
ル
ネ
広
場

※�

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
も
開
催
予
定
で
す
。

※�

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
小
田
原
・

箱
根
「
か
ら
く
り
パ
ズ
ル
」
を
広
め
る

会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

　
　
　http

://w
w
w
.karakuri.

gr.jp/hirom
erukai/

か
ら
く
り
パ
ズ
ル
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
6

  
小
田
原
・
箱
根「
か
ら
く
り
パ
ズ
ル
」

　
　
を
広
め
る
会
　
☎
55 - 

7
8
8
7

　
　

産
業
政
策
課
　
☎
33 - 

1
5
1
5

雄大な空堀が残る大堀切西堀

　
戦
国
時
代
の
小
田
原
城
跡
の
遺
構
が
残

る
「
小こ

峯み
ね

御お

鐘か
ね

ノの

台だ
い

」
に
は
、「
大
堀
切
」

と
呼
ば
れ
る
巨
大
な
空
堀
が
３
本
あ
り
ま

す
。 7

月
5
日（
火
）か
ら
公
開

小
峯
御
鐘
ノ
台

大
堀
切
西
堀
　
　

　
　
　
　
　
　
　

  

P
2
0
7
6
6

  

文
化
財
課
　
☎
33 - 

1
7
1
8

　
こ
の
う
ち
、
東
堀
と
中
堀
は
公
開
し
、
散

策
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。7
月
5

日（
火
）か
ら
、
西
堀
に
つ
い
て
も
散
策
を

楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
豊
臣
秀
吉
の
「
小
田
原
攻
め
」
に
対
抗

す
る
た
め
に
造
ら
れ
、
巨
大
な
堀
と
土
塁

が
良
好
に
残
る
「
小
峯
御
鐘
ノ
台
大
堀
切

西
堀
」
。
戦
国
時
代
に
終
わ
り
を
告
げ
た

「
小
田
原
合
戦
」
を
、
肌
で
感
じ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

小田原駅

小田原城総構

城
下
張
出

早
川
口
遺
構

城
南
中
学
校

新堀土塁 本丸

早川

①吹き上げからくり箱

②糸
いと

駒
こま

箱

陸
上
競
技
場

大
堀
切
東
堀

大
堀
切
中
堀

大
堀
切
西
堀

城南中学校

総構

小
峯
御
鐘
ノ
台

城
山
公
園

陸上競技場
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簡
単
に
開
か
な
い
門
や
ド
ア
を
開
け
て
、

ゴ
ー
ル
を
目
指
そ
う
!

　
日
程
8
月
10
日（
水
）〜
25
日（
木
）

　
場
所
ハ
ル
ネ
小
田
原 

う
め
ま
る
広
場

　
費
用
3
0
0
円（
未
就
学
児
は
無
料
）

　
入
選
し
た
ア
イ
デ
ア
が
作
品
と
な
り
、

皆
さ
ん
の
投
票
で
賞
が
決
ま
り
ま
す
。

展
示
・
投
票

　
日
程�

7
月
16
日（
土
）〜
8
月
31
日（
水
）

　
場
所�

ハ
ル
ネ
小
田
原 

Tた
A
Kく
U
M

みI

館
、
ク
ラ
フ
ト
え
い
と
、
関
所
か

ら
く
り
美
術
館

表
彰
式

　
日
時�

9
月
10
日（
土
）午
前
11
時
〜

　
場
所�

ハ
ル
ネ
小
田
原 

ハ
ル
ネ
広
場

※�

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
も
開
催
予
定
で
す
。

※�

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
小
田
原
・

箱
根
「
か
ら
く
り
パ
ズ
ル
」
を
広
め
る

会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

　
　
　http

://w
w

w
.karakuri.

gr.jp/hirom
erukai/

　
5
月
1
日
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

後
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
う
小
田
原
城
天

守
閣
で
は
、「
平
成
28
年
熊
本
地
震
」
で

大
き
な
被
害
を
受
け
た
熊
本
城
の
早
期
復

旧
を
願
い
、
募
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

連
日
、
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
た
多
く
の
人
か

ら
、
募
金
を
お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。

　
5
月
18
日
、
加
藤
市
長
は
熊
本
市
を
訪

問
。5
月
15
日
ま
で
に
集
ま
っ
た
募
金
約

2
0
0
万
円
を
「
熊
本
城
災
害
復
旧
支
援

金
」
と
し
て
、
熊
本
市
の
大
西
一か

ず

史ふ
み

市
長
に

手
渡
し
ま
し
た
。
大
西
市
長
か
ら
は
、「
お

城
か
ら
お
城
へ
の
支
援
は
歴
史
的
。
落
ち

着
い
た
ら
小
田
原
城
に
伺
い
た
い
」
と
の

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
初
日
の

入
場
料
約
2
4
5
万
円
も
、
近
日
中
に
寄

附
し
ま
す
。

　
募
金
箱
は
、
平
成
29
年
3
月
ま
で
、
天

守
閣
と
歴
史
見
聞
館
の
受
付
に
設
置
し
て

い
ま
す
。
熊
本
城
の
復
旧
に
は
、
多
く
の

時
間
と
費
用
が
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
同
じ
「
城
を
持
つ
ま
ち
」
と
し
て
、
息

の
長
い
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

小
田
原
城
天
守
閣
で
の
募
金
を
熊
本
城
へ

  

観
光
課
　
☎
23 - 

1
3
7
3

加藤市長が熊本市・大西市長に支援金を手渡す

「
安
全
は 

心
と
時
間
の 

ゆ
と
り

か
ら
」

　
夏
は
、
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
に
よ
る
過
労
運

転
、
解
放
感
に
よ
る
無
謀
運
転
な
ど
で
、

交
通
事
故
を
起
こ
し
や
す
い
季
節
で
す
。

　
一
人
一
人
が
ル
ー
ル
遵
守
と
マ
ナ
ー
向

上
に
努
め
、
夏
を
楽
し
く
安
全
に
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　
車
を
運
転
す
る
と
き
は
、
子
ど
も
と
高

齢
者
を
見
掛
け
た
ら
特
に
注
意
し
、「
思
い

や
り
」
の
あ
る
運
転
を
。

踏
切
の
交
通
事
故
防
止

　
警
報
機
が
鳴
っ
た
ら
、
踏
切
に
絶
対
入

ら
な
い
よ
う
に
。
通
過
す
る
と
き
は
、
必
ず

一
時
停
止
し
て
安
全
確
認
を
。

7
月
11
日（
月
）〜
20
日（
水
）　
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

  

地
域
安
全
課
　
☎
33 - 

1
3
9
6

　
地
震
で
家
具
が
転
倒
・
散
乱
し
、
け
が

を
し
た
り
、
逃
げ
遅
れ
た
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
家
具
の
配
置
を
見
直
し
、
固

定
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
地
震
に
よ
り
ブ

ロ
ッ
ク
塀
な
ど
が
倒
壊
す
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。
市
で
は
、
道
路
に
面
し
た
危
険
な

塀
な
ど
の
撤
去
を
進
め
る
た
め
、工
事
費
用

の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　
身
の
回
り
の
安
全
対
策
を
し
、「
地
震

に
強
い
ま
ち
」
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
」
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

対
象�

道
路
に
面
し
た
高
さ
1
メ
ー
ト
ル
以

上
の
危
険
な
塀
な
ど

補
助
金
額�

長
さ
1
メ
ー
ト
ル
当
た
り

8
0
0
0
円（
限
度
額
20
万
円
）

申
請
期
間

平
成
29
年
1
月
31
日
ま
で

※�

工
事
見
積
額
が
補
助
金
額
を
下
回
る
場

合
は
、
工
事
見
積
額
と
な
り
ま
す
。

※�

撤
去
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。
事
前
に
、

防
災
対
策
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※�

こ
の
補
助
制
度
は
、
今
年
度
で
終
了
と

な
り
ま
す
。

地
震
に
備
え
　

身
の
回
り
の

安
全
対
策
を
！

  
防
災
対
策
課
　
☎
33 - 

1
8
5
5

危
険
な
塀
等
撤
去
促
進
事
業
補
助

　
　
　
　
　
　
　

  

P
0
3
1
5
7



http://www.harune-odawara.com/小田原地下街「ハルネ小田原」ホームページ

あふれる 魅力 ハルネ情報 7月

主催・問 文化政策課　☎33-1706
日  時  7月17日（日）午前9時30分～午後0時30分
内  容  「海の生き物」をテーマに、ハルネ小田原の壁をカラー

            テープで装飾
対  象  小学生以上（4年生以下は保護者同伴）
定  員  20組程度（申込先着順）
講  師  三ツ山一志さん（造形家・横浜市民

           ギャラリー主席エデュケーター）
持ち物  脚立（持参できる人）　
申  込  7月15日（金）までに電話で。

主催・問 街かど案内所　 ☎23-1150
日  時  7月16日（土）・17日（日）午前10時30分～、午後1時           

            30分～　 内  容  ��小田原ちょうちん作り体験
定  員  ��各回15組（申込先着順）
参加料  ��500円（4年生以下は保護者同伴）
申  込  ��街かど案内所に直接（電話不可）。

※�ちょうちんは、展示後に返却します。

主催・問 文化政策課　☎33-1706
日  時  7月24日（日）①午前10時～正午 ②午後2時～4時
内  容  現代アートの作品づくり体験　　
対  象  ①親子（小学生以上、4年生以上は小学生のみの参加

           も可）②中学生以上
定  員  ①15組②15人（申込先着順、

            空きがあれば当日参加も可）
講  師  青田真也さん（現代美術家）、

            中野仁
ひと

詞
し

さん（キュレーター）
申  込  ��7月22日（金）までに電話で。

親子でつくろう！ちょうちん作りワークショップ

現代アートワークショップ
～現代アートってなぁに？アーティストになってみよう！

おだわら・コドモ・アート
夏のカラーテープアート＠ハルネ小田原

http://www.harune-odawara.com/小田原地下街「ハルネ小田原」ホームページ

〈連載〉

平成28年度よい歯のコンクール入賞作品展
小田原セレクション2016

「女性が選んだ小田原のおすすめ品」　　

～7月14日（木）

7月15日（金）～8月31日（水）
ハルネギャラリー展示予定

主催・問 小田原みなとまつり実行委員会　
           ☎22-9227（水産海浜課内）
日  時  7月30日（土）午前10時～正午
内  容  ��・相模湾とふれるミニ水族館

           ・小田原新名物「かます棒」試食会
           ・「ウ〜ミィ」も来るよ!

第26回小田原みなとまつりプレイベント

18

を
迎
え
た
昨
年
は
、
マ
ン
リ
ー
市
か
ら
公

式
訪
問
団
を
小
田
原
へ
招
き
、
盛
大
な
パ
ー

テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　「
と
き
め
き
国
際
学
校
」に
は
、
こ
れ
ま
で

1
4
4
8
人
の
青
少
年
が
参
加
し
、
大
使

館
の
職
員
に
な
っ
た
人
や
、
事
業
で
出
会
っ

た
人
と
国
際
結
婚
し
た
人
も
。
豊
か
な
国

際
性
を
身
に
つ
け
た
視
野
の
広
い
若
者
が

育
っ
て
い
ま
す
。

　「
活
動
が
国
か
ら
も
評
価
さ
れ
、
歴
史
的

な
事
業
に
な
っ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
」

　
今
後
も
交
流
を
継
続
し
て
友
情
を
深
め
、

他
に
類
の
な
い
交
流
事
業
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
海
外
都
市
と
提
携
し
た「
姉
妹
自
治
体
」

な
ど
と
の
交
流
活
動
の
中
で
、
創
意
と
工
夫

に
富
ん
だ
取
り
組
み
を
す
る
団
体
を
表
彰

す
る「
自
治
体
国
際
交
流
表
彰
」。
今
年
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
マ
ン
リ
ー
市
と
の
交
流

事
業「
と
き
め
き
国
際
学
校
」を
行
う「
と
き

め
き
国
際
学
校
実
行
委
員
会
」と
市
が
受
賞

し
ま
し
た
。

　
実
行
委
員
会
会
長
の
尾
﨑
紀
昭
さ
ん
は
、

「
21
世
紀
を
生
き
る
青
少
年
の
国
際
感
覚

を
育
む
機
会
を
作
り
、
地
域
の
国
際
化
を

推
進
し
よ
う
」と
い
う
思
い
で
実
行
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
平
成
3
年
か
ら
マ
ン
リ
ー

市
と
の
交
流
を
開

始
。
交
流
25
周
年

ときめき国際学校実行委員会による
ときめき国際学校

　25周年公式パーティー

第
10
回
自
治
体
国
際
交
流

表
彰(

総
務
大
臣
賞)

を

受
賞

青 少 年 に
国 際 感 覚 を

※�

5
月
12
日
か
ら
マ
ン
リ
ー
市
は
、
ワ
リ
ン
ガ

市
、
ピ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
タ
ー
市
と
合
併
し
、
ノ
ー

ザ
ン
ビ
ー
チ
市
と
な
り
ま
し
た
。

交流のようす

尾﨑会長
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み
ん
な
が「
知
り
た
い
！
」「
広
め
た
い
！
」地
域
の
自
慢
を
紹
介
し
ま
す
。

〈 連 載 〉

知
り
た
い
！  

広
め
た
い
！  

地
域
自
慢
15

　
か
つ
て
、地
区
内
に
は
、初
代
総
理
大
臣
・
伊
藤
博
文
や
詩
人
・
北
原
白
秋
、実
業
家
・
山
下

亀か
め

三さ
ぶ

郎ろ
う

ら
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
歴
史
と
文
化
を
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
昨
年
10
月
に「
お
城
南
通
り
商
店
会
」

が
空
き
店
舗
を
活
用
し
て
、
地
域
の
歴
史
を
写
真
や
資
料
な
ど
で
紹
介
す
る「
十
字
町
ヒ
ス

ト
リ
ア
」を
オ
ー
プ
ン
。
周
辺
住
民
や
観
光
客
ら
が
集
う
場
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
「
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
著
名
人
の
足
跡
」を
テ
ー
マ
に
、十
字
地
区
に
関
す
る
書
籍
、古
い
写

真
、
地
図
な
ど
数
百
点
の
資
料
を
展
示
。ま
た
、3
か
月
ご
と
に
テ
ー
マ
を
変
え
る
企
画
展
示
も

あ
り
、十
字
地
区
だ
け
で
な
く
、小
田
原
全
体
の
歴
史
に
も
目
を
向
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

︿
企
画
展
示
の
予
定〈

　
○
〜
10
月
2
日　
「
小
田
原
が
受
け
た
災
害
・
被
害
」

　
○
10
月
15
日
〜
12
月
25
日　
「
小
田
原
上
水（
早
川
上
水
）・
山や

ま

縣が
た

水
道
・
荻
窪
用
水
」（
予
定
）

　
平
成
24
年
3
月
に
設
立
し
た「
十
字
地
区
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
」。設
立
を
検
討
し
て
い
た
時
期
に

東
日
本
大
震
災
を
目
の
当
た
り
に
し
、海
岸
に
近

い
地
区
と
し
て「
防
災
」を
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
、十
字
地
区
の
各
自
治
会
の
会
長・

副
会
長
、防
災
リ
ー
ダ
ー
、社
会
福
祉
協
議
会
長
、

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
長
、消
防
団
第
2

分
団
員
で
構
成
。こ
れ
ま
で
に
、「
津
波
避
難
経
路

地
図
」の
作
成
や「
自
主
防
災
組
織
防
災
計
画
」

の
見
直
し
、災
害
時
の
安
否
確
認
用
物
品
の
整
備

な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

十
字
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
委
員
長
の

山
﨑
時
子
さ
ん
は
、「
今
年
度
は
安
否
確
認
訓
練

を
行
う
予
定
で
す
。被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る

た
め
に
、日
頃
か
ら
地
域
の
皆
さ
ん
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」と
話

し
て
い
ま
す
。

十
字
地
区

十
字
地
区
の
歴
史
を
尋
ね
る

災
害
に
強
い
地
域
を
目
指
し
て

市
街
地
の
南
西
部
に
位
置
す
る
十
字
地
区
。

地
区
名
は
、
明
治
8
年
に
小
田
原
を
5
つ
の
町
に
編
成
し
た
と
き
の
一
つ
、

「
十
字
町
」の
名
残
で
す
。
明
治
以
降
、
政
治
家
や
詩
人
、
経
済
人
ら
が

別
荘
・
別
邸
を
構
え
た
歴
史
と
文
化
を
誇
る
地
区
で
す
。

　
地
元
商
店
会
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て「
十
字
町
ヒ

ス
ト
リ
ア
」を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
地
域
内
に
多
く
の
資
料
を
持
つ
人

が
い
た
こ
と
も
あ
り
、豊
富
な
資
料
を
展
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
　

　
北
原
白
秋
の
愛
し
た
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
こ
と
も
で
き
る
の
で
、
気
軽

に
立
ち
寄
って
い
た
だ
き
、カ
フ
ェの
よ
う
に
く
つ
ろ
ぎ
な
が
ら
、十
字
町

か
い
わ
い
に
住
ん
だ
人
々
に
思
い
を
は
せ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
地
域
の

人
が
店
番
を
し
て
い
る
の
で
、皆
さ
ん
の
知
って
い
る
昔
話
を
通
じ
て
、一

緒
に
十
字
町
の
歴
史
を
掘
り
起
こ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

金子不二夫さん

お
城
南
通
り
商
店
会
　

会
長

十字町ヒストリア（南町3-1-57）。土・日曜日の午前10時〜午後4時に無料開放。

心肺蘇生法・AEDの使用方法
などを学ぶ「普通救命講習」を
実施。



参
考
・
平
成
26
年
版 

食
育
白
書（
内
閣
府
）

次回は…

　脳
血
管
疾
患
の
原
因
の
一
つ
で
あ
る
高
血
圧

は
、食
塩
摂
取
量
と
関
係
が
あ
り
ま
す
。市
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、市
民
が
1
日
に

取
っ
て
い
る
食
塩
は
11
・
1
グ
ラ
ム
。健
康
に
よ

い
食
塩
摂
取
量
は
8
グ
ラ
ム
で
す
。

　高
血
圧
予
防
に
は
、食
塩
摂
取
量
を
減
ら
す

こ
と
が
必
要
で
す
。減
塩
は
、日
々
の
食
事
で
う

す
味
に
慣
れ
る
こ
と
が
大
切
。子
ど
も
の
頃
か

ら
の
食
事
で
、う
す
味
の
味
覚
が
育
ち
ま
す
。

　子
ど
も
が
家
に
い
る
こ
と
が
増
え
る
夏
休
み

に
、「
我
が
家
の
食
習
慣
・
生
活
習
慣
」
を
振
り

返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
早
寝
・
早
起
き
な
ど
、生
活
リ
ズ
ム

　が
決
ま
っ
て
い
る

②
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
食
事

　が
取
れ
て
い
る

③
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
を
取
り
過
ぎ

　な
い
よ
う
に
し
て
い
る

④
お
菓
子
や
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
を
取
り

　過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る

⑤
野
菜
を
毎
日
食
べ
る

●「
は
い
」
の
数
が
多
い
と
、生
活
習
慣
病
の
予
防
が
で
き
、高

　血
圧
に
も
な
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

高
血
圧
に
な
り
や
す
い
？

第3通　

「うす味の味覚を育　よう。
子どもの頃からの脳血管疾患予防」親子で子どもの高血圧予防

　朝食は、体に一日の始まりを知らせ
ます。毎日朝食を食べる子どもは、やる
気や学力、体力が高まります。また、幼
少期は一生の味覚が形成される大切な
時期。スナック菓子やファストフード、
インスタント食品は、塩分やエネルギー
が高く、栄養も偏ります。バランスの取
れた食事やおやつにしましょう。
　1日1回は、親子で一緒に食べる「共
食」をし、正しい食習慣で子どもが健康
を手に入れられるようにしましょう。
　地場産野菜で
ナトリウムを体外へ出そう
　野菜には体内の余分なナトリウムを
体外に出し、血圧上昇を防ぐ働きがあ
ります。
　大人に必要な野菜は、1日350g。野
菜を使ったおかずを1日5皿（1皿70g）
食べることを目標に、いろいろな食材を
組み合わせて野菜を取りましょう。
　新鮮な野菜には、豊富な栄養が詰
まっています。地域で取れる新鮮な野
菜をたくさん食べると、効果的に栄養
を取ることができ、ナトリウムの排出も
期待できます。

小田原市食生活改善推進団体では、公民館など
身近な場所で、正しい食生活の普及啓発をして
います。

世代を超え　、
みんな　高血圧予防

「自分に合った運動してますか？健康な身体づくりを目指しましょう」を、お届けします。

小
田
原
市
民
は

食
塩
摂
取
量
が
多
い

知
っ
て
便
利
！ 

塩
分
量
の
計
算

　食
品
の
栄
養
成
分
表
示
に
は
、「
ナ
ト
リ
ウ
ム
量
」ま
た
は「
食

塩
相
当
量
」
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ナ
ト
リ
ウ
ム
量
を
次
の

換
算
式
に
当
て
は
め
る
と
、食
塩
相
当
量
が
計
算
で
き
ま
す
。

し

　お

小
学
生
向
け
健
康
教
育「
S
i
O
博
士
」

　体
と
塩
の
関
係
や
、食
べ
物
に
含
ま
れ
る
塩

分
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　7
月
28
日
（
木
）
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
　保
健
セ
ン
タ
ー
（
酒
匂
2-

32 -

16
）

　
　小
学
5
・
6
年
生

　
　前
日
ま
で
に
健
康
づ
く
り
課
へ
電
話
で
。

日
時

場
所

対
象

申
込

食
塩
相
当
量（
グ
ラ
ム
）＝

ナ
ト
リ
ウ
ム
量（
ミ
リ
グ
ラ
ム
）×

2・54 

÷ 

1
0
0
0

きょう

しょく

我
が
家
の
食
習
慣・生
活
習
慣
を
チ
ェ
ッ
ク
！

からだ

脳血管疾患死亡率が高い小田原市。
あなたやあなたの家族を守るのは、暮らしの中のちょっとした心掛けです。
ここでは、今日から生かせる予防法など、お役立ち情報をお届けします。

　（協力：小田原市食生活改善推進団体）

健康づくり課　☎47-0820問

2
0

1
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連　載

延 ば せ 健 康 寿 命

小田原市食生活改善推進団体

発行：小田原市   〒250-8555  小田原市荻窪300番地  市役所総合案内   ☎0465-33-1300
編集：企画部広報広聴課   ☎0465-33-1261  FAX0465-32-4640  ⓒ小田原市2016・7
広報小田原は、資源保護のため再生紙を使用しています。
6月1日現在 小田原市の人口 193,561人　79,695世帯（平成27年 国勢調査速報値基準）

新しい小田原をイメージする市のブランドロゴとして、
小田原の多様な素材を用いてデザインしています。

健 康 応 援 コ ラ ム
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